
「無手勝流のまちづくり」としての長期継続する田んぼアートの実態と持続可能性
―発祥地・青森県田舎館村を起点として―
A study of the Tanbo-Art (rice-paddy art) as an Improvisational Community-Based Placemaking
-Case of Inakadate Village-

り”(2) として田んぼアートを扱う。本研究はこの仮説、す

なわち「内発」に根を持つ田んぼアートが、村民主体の“無

手勝流”の実践を通じて「共発」的に展開してきたのでは

ないかという見立てに立ち、発祥地・田舎館村の田んぼアー

トの実態と長期継続を支える要因を解明する。そのために

以下の3点を明らかにする。

①田んぼアートの発祥と展開過程(第3章)

②田んぼアートの地域的意義(第4章)

③田んぼアートの全国的展開の様相(第5章)

 以上から、“無手勝流のまちづくり”に対する視座を獲得

することに関心を置く。

1-2 研究の方法と構成

　本研究は全6章で構成

する。第2章では、全国

紙の新聞記事を対象に、

言及件数と扱われ方の推

移を整理し、外部からの

社会的認知の変遷を把握

する。また田んぼアート発祥の地である青森県田舎館村の

概要を示す。第3章では、文献調査を主軸に、田舎館村に

おける田んぼアートの成立と拡大を時間・空間・技術の3

軸から分析する。第4章では、協議会関係者から周辺主体

まで多様な担い手への半構造化ヒアリングを実施し、語り

の分析から田舎館村における田んぼアートの意義を論じ

る。第5章では、全国田んぼアート連絡協議会を通じてア

ンケート調査を行い、実施団体の基本情報を把握しつつ、

田んぼアートが田舎館村を超え、日本全国へどのように波

及してきたのかを明らかにする。第6章では、各章の知見

を統合し、“無手勝流のまちづくり”に対して本研究が与

える視座を考察する。

第1章　緒言

1-1 研究の背景と目的

　1960年代以降、日本の地域づくりは「全国総合開発計画」

に象徴されるように、国家主導の外発的発展モデルの下で、

国土の均衡ある発展が推進されてきた。他方で、その枠組

みは意思決定の外在化や地域固有の文化・環境の軽視を招

いたという批判を併せもつ。こうした反省を受け、1970年

代の後半から玉野井の「地域主義」や、鶴見の「内発的発

展論」が提起され、地域の行政的・文化的自律と地域固有

の独自性の回復が目指された。

　この潮流の延長上で、1980年代に村おこしや一村一品運

動などの実践が各地で芽吹き、それを受け青森県田舎館

村では1993年、村民主体の「田んぼアート」が始動した。

これは田んぼをキャンバスに見立て、色の異なる稲を配植

して巨大図柄を制作する活動であり、毎年の田植えから収

穫までの稲作のリズムに同期しながら継続されてきた。

　やがて田んぼアートは2012年から毎年、全国田んぼアー

トサミットを開催するようになり、その取り組みは地域内

に留まらず、地域外部との連携を図りながら全国に展開し

てきた。すなわち田んぼアートは、対外的に閉じた地域主

義的な活動ではなく、他地域との連携のもと地域の自律を

目指す、「共発的発展」(1) の事例として位置づけうる。

　しかしながら田んぼアートは、一過的な地域おこしとし

て語られてきた側面をもつ。都市計画領域における研究事

例がみられないことも、その見立てを裏づけている。そこ

で本稿では、村民主体の自走により①発祥から32年にわ

たり長期継続していること、②地域を超えたつながりが形

成されていること、③1次産業的な農事サイクルと同期す

る、年中を通した活動であることの3点において従来の“一

過的なまちおこし”と一線を画する“無手勝流のまちづく
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improvisational approaches to community-based placemaking.

Keywords: Rice-Paddy Art, Inakadate Village, Improvisational Community-Based Placemaking
　　　　  田んぼアート , 田舎館村 , 無手勝流のまちづくり

菊池　和成米

Kazunari KIKUCHI

米　早稲田大学創造理工学部後藤春彦研究室　学籍番号 1X22A053-4

1 緒言

2 田んぼアートの社会的展開と田舎館村の概要

3 田舎館村における田んぼアートの発祥と展開
文献調査

新聞調査

ヒアリング調査

発祥地 ・田舎館村における田んぼアートの実態

アンケート調査

4 田舎館村における田んぼアートの地域的意義

5 田舎館村以降の田んぼアートの全国的展開

6 結言

図 1 研究の流れ

- 1 -



1) 新聞調査方法

　「田んぼアート」と「稲文字(3)」をキーワードに記事検

索を行い、読売新聞で最も多くの言及が確認された(表1・

図2)。初出は1987年であり、2008年と2016年に転換期を迎

え、2016年に言及数がピークに達して以降、報道頻度とと

もに情報価値も次第に低下していることが示唆された。

2) 社会的展開の整理

読売新聞にて記事内容を抽出し、田んぼアートの社会

的展開を整理した(図3)。(1)1997年、青森県田舎館村にて

村おこしの一環で稲文字が制作され、2004年には「稲文

字」から転じ、「田んぼアート」への発展が報じられた。

(2)2000年初頭には観光資源化が報じられ、観覧の有料化や

スポンサー導入が見られたが、地権者との摩擦問題も言及

された(田んぼアート問題)。(3)2010年代に全国的な展開が

加速し、2015年には行田市がギネス認定を受けたことで国

際的認知を獲得した。(4)2020年以降はコロナ禍により活動

が縮小し、担い手の高齢化や資金難といった継続課題が顕

在化し、現在に至る。総合的にみると、発祥の地である田

舎館村が全国を牽引してきたことがうかがえる。

1-3 研究の位置づけ

1) 田んぼを活用した地域の取り組みに関する研究

田んぼを活用した地域の取り組みに関する研究には、教

育的観点から「田んぼの学校」を事例として体験学習の

継続性について論じた宮元ら2）がある。また「田んぼアー

ト」に関しては都市計画／まちづくりからの研究はなく、

農学・作物学分野での蓄積がある。猪谷ら3）は田んぼアー

トに使用される稲の品種の歴史変遷や稲の品種分類を行

い、青木ら4）は観賞用イネの色調推移を定量評価し、見頃

調整に有用な品種・時期を示した。

2) 農村地域における観光まちづくりに関する研究

運営組織に関する研究には、棚田の保全組織の実態を論

じた佐久間ら5)やグリーンツーリズムの運営組織に関する

田平ら6)がある。観光まちづくりを介した団体間・地域内

外の関係性については、農村地域を対象にした研究から観

光まちづくりにおける地域内外のネットワーク特性を示し

た森重ら7)の研究、都市と農村の連携によるまちづくりの

持続性を論じた小山ら8)の研究がある。

3) 研究の位置づけ

　以上より、農学的視点からの田んぼアート研究、および

農村地域における観光まちづくりの運営組織や地域間連携

に関する研究は蓄積している一方、長期継続する団体を対

象にその実態を解明し、地域間連携を横断的に扱った研究

は僅少である。本研究は、(1)の知見を基盤に(2)の議論を

参照し、発祥から32年継続する田んぼアートの実態を明ら

かにし、全国展開する地域間ネットワークを明らかにする

ことで、農村地域における、地域を超えた観光まちづくり

の連携を論じる点に新規性を有する。

第2章　田んぼアートの社会的展開と田舎館村の概要

田んぼアートの全体像を把握するため、3大新聞にて調査

を行い、その成り立ちと社会的展開を整理する。

2-1 田んぼアートの社会的展開の整理

1987 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

朝日 読売 毎日

40

80

0

朝日 ： 71 件
読売 ： 65 件
毎日 ： 69 件

朝日 ： 29 件
読売 ： 20 件
毎日 ： 21 件

朝日 ： 1 件
読売 ： 2 件
毎日 ： 0 件

2025

言及数ピーク
2016年

現在まで

言及が増加
2008年

最初の言及
1987 年

( 件 )

( 年 )

情報価値の低下

「田んぼアート」 「稲文字」 に関する新聞記事内容 田舎館村に関する新聞記事内容

観覧を有料化
2013.5.22( 水 ) 西
部朝刊 熊北
田んぼアートは全
国で約 100 か所、
九州では福岡県糸
島市など６か所で
行われている…

2015.9.9( 水 ) 
東京朝刊 埼玉東
色の異なる稲で水田に巨大な
デザインを浮かび上がらせる
行田市小針の「田んぼアート」
が８日、世界最大としてギネ
ス世界記録に認定された。…

2020.4.3( 金 ) 
東京朝刊 青森
新型コロナウイルスの感染
拡大の影響で、田舎館村は
２日、田んぼに稲で巨大な
絵を描く「田んぼアート」
を中止すると発表した。…

2020.4.10( 金 ) 
東京朝刊 埼玉２
行田市は８日、６～
７月の田んぼアート
事業を中止すると発
表した。

全国 100 か所に到達

2014.9.12( 金 ) 
東京朝刊 青森
天皇、皇后両陛下が２４、
２５日に来県し、…田舎
館村の田んぼアートを視
察した後、リンゴの生産
農家などを訪問…

2025.9.29( 月 ) 
東京朝刊 青森
第１会場で２８日、地元
の田舎館中学校の生徒ら
県内外の約１０００人が
稲刈りを行った。

2022.11.23( 水 ) 
東京朝刊 福島
鏡石町の「田んぼアート」が
イルミネーションで彩られて
いる。赤や白、緑など計約７
０００球のＬＥＤ…で装飾…

天皇皇后両陛下の訪問 行田市がギネス世界記録に認定 コロナによる開催中止の事例

2007.9.22( 土 ) 
東京朝刊 青森２
…浮世絵に挑戦した２０
０５年からは観光客が１
０万人を超えるようにな
り、今年は２５万人に届
く勢いだという。

2008.7.5( 土 ) 東京朝刊 ２社
青森県田舎館村の村おこしイベント「田
んぼアート」に今年からスポンサー広
告を導入したところ、水田所有者から
抗議を受け、主催者の「田舎館村むら
おこし推進協議会」（会長・鈴木孝雄村
長）が４日、広告部分の稲を抜き取った。

2011.6.4( 土 ) 
東京朝刊 埼玉南
 ( 埼玉県 ) 行田市が、2.8
ヘクタールの「田んぼアー
ト」を計画…世界一の広さ
になるといい、ギネスブッ
クへの登録申請を目指す。

行田市がギネスに挑戦「田んぼアート問題」負の側面
2012.6.9( 土 ) 
東京朝刊 青森 
名物「田んぼ
アート」の観覧
を７月から有料
化する条例案を
可決…

全国田んぼアートサミット開催1000 人を超える参加者
2012.7.30
第 1 回 「全国田んぼアートサ
ミットｉｎいなかだて」開
催田んぼアートを製作する
全国各地の団体が集い、情
報交換などを行う。…第 1
回は青森県田舎館村で開催。

1987.7.15( 水 ) 
東京夕刊 夕社会
減反政策に抗議して水田に

「アオガリカナシ」（青刈り
悲し）の “稲文字”。…

1997.9.3( 水 ) 
東京夕刊 夕社会
青森県田舎館村の水田で、

「稲文化のむらいなかだて」
の黄金色の稲文字がくっき
りと浮かび上がり話題…

2004.7.15( 木 ) 
東京朝刊 青森
田舎館村の水田に、昨年生
誕百年を迎えた版画家・棟
方志功の作品を色の違う稲
で描いた巨大な “田んぼ
アート” が出現した。

2006.5.20( 土 ) 
東京朝刊 茨城東
つくばみらい市の誕生を記念し
て「田んぼアート」と題し、…
水田に４色の稲の苗を植えて絵
を描く。車窓にＴＸと市をＰＲ
するのが目的…

2000.9.21( 木 ) 
東京朝刊 青森２
青森県中里町で「ヨウコ
ソ中里へ」の文字が浮き
だし…、地元の農家が減
反分を利用して、春先か
ら手入れしてきた…

2002.9.15( 日 ) 
東京朝刊 新潟北
 ( 新潟県 ) 清里村の
水田に「米はいのち」
の文字。…

減反政策に抗議する稲文字 村おこし事業に稲文字の利用 田んぼ “アート” の出現 市の PR を目的に田んぼアート製作個人農家が稲文字を製作
減反政策への抗議として稲文字誕生 (1) 村おこしの一環で稲文字活用

(2) 観光資源化が顕著に (3) 全国の実施団体のネットワーク化

(4) コロナ禍による休止 表現の模索 現在

全国へ規模拡大

国際的認知

観光資源化の負の側面が顕在化

稲文字から田んぼアートへ転換

1

2

3

No.

表 1　新聞調査で用いるデータベース
新聞名

読売新聞 ヨミダス 19 件 + 778 件 = 797 件 → 次節で記事抽出

36 件 + 715 件 = 751 件

24 件 + 638 件 = 662 件

朝日新聞クロスサーチ

毎索

朝日新聞

毎日新聞

データベース キーワード検索 ( 稲文字 + 田んぼアート ) 件数

表 1 新聞調査で用いるデータベース

図2 3大新聞による「田んぼアート」「稲文字」言及の推移

図 3 田んぼアートの社会的展開
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2-2 対象地の概要

　田舎館村は青森県南津

軽郡、津軽平野の南部に

位置する農村地域で、東

に八甲田連峰、西に岩木

山を望む(図4)。面積は

22.35km²、人口は2025年7

月1日推計で6,770人であ

る。稲作を中心とした農

業が基幹産業であり、肥沃な沖積平野と豊富な水資源を活

かした米づくりが行われている。

第3章　田舎館村における田んぼアートの発祥と展開

田舎館村における田んぼアートの発祥とそのv展開過程

を、①時間的展開、②空間的展開、③技術的展開の3軸か

ら整理する(4)。

3-1 田んぼアートの時間的展開

1) 32年間／田んぼアートのあゆみ

田舎館村の成立から現在までの時間的展開を示す(図

5)。古くから稲作の盛んな地域であり、お米を活用した地

域振興に取り組んできた。その文脈において既存の稲作文

化を踏まえ、1993年に田んぼアートの前身である田植え体

験ツアーが始動した。2002年にはNHK番組「千人の力」を契

機に、村民千人の協働で田んぼアートを制作し、以降、村

全体を巻き込む取り組みへ成長した。その後技術の進歩と

共に作品の完成度は高まったが、2020年コロナ禍により制

作が中止され、観光客の減少が現在まで続いている。

2) 1年間／田んぼアートの作品育成サイクル

年中を通した田んぼアートの制作工程と、その主体を示

す(図6)。制作は題材決定にはじまり、下絵作成、測量図

作成、田植え、稲刈り、収穫祭への一連の過程で構成され

る。すなわち田んぼアートは、稲の生育とともに成立する

自然共生的なサイクルをもつ。各工程には多様な主体が関

わり、工程ごとに主導者が変化する。このリレー形式の協

働運営も田んぼアートの継続を支える重要な特徴である。

3-2 田んぼアートの空間的展開

 田舎館村の田んぼアート会場および周辺の空間的展開を

示す(図7、次頁)。発祥時は役場北側の水田にて稲文字

が制作され、翌1994年以降は役場東側の水田を恒常的な

制作地としており、田んぼの地権者から役場が借用する形

で継続実施している。2012年には、来場者の分散を目的に

第2会場を設け、遊園地の池を水田化した。翌年には弘南

鉄道「田んぼアート駅」が開業した。観光客の主要な来訪

手段は自家用車であり、国道102号線を経由して来場する。

　会場周辺は市街化調整区域であり、発祥から現在まで大

きな土地利用の変化はない。新たな宿泊施設等は整備され

ず、既存の建物や農地資源を活用しながら田んぼアートが

成立・継続している。

3-3 田んぼアートの技術的展開

　田んぼアートは、技術進展による使用色稲の増加と共に

表現精度が向上してきた(図8)。使用される色稲は観賞用・

景観用品種と称され、葉色や穂色が通常の稲と異なり、古
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北
地
方
の
稲
作
文
化
に

　
　
　 

お
い
て
重
要
な
発
見
と
な
っ
た

1987

　
田
舎
館
村
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
設
立

1955

　
田
舎
館
村
と
光
田
寺
村
が
合
併
︑
田
舎
館
村
発
足

西
暦
　 

田
舎
館
村
に
関
す
る
出
来
事

　
　
　 

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
関
す
る
出
来
事

1993

　
第
１
回
稲
文
化
の
む
ら
・
い
な
か
だ
て
フ
ェ
ア

　
　
　 

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー
︑
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

　
　
　 

稲
文
字(

後
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト)

の
取
り
組
み
開
始

　
　
　 

む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
の
事
務
局
を
産
業
課
に
設
置

1995

　
役
場
庁
舎
・
文
化
会
館
完
成

1999

　﹁
弥
生
の
里
﹂(

道
の
駅)

オ
ー
プ
ン

　
　
　 

協
議
会
事
務
局
を
企
画
商
工
課(

新
設)

に
移
管

2000

　
国
内
の
村
初
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィFM

放
送
局

　
　
　 ﹁FM

ジ
ャ
イ
ゴ
ウ
ェ
ー
ブ
﹂
開
局

　
　
　 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
博
物
館
完
成

2002

　NHK

・BS

プ
レ
ミ
ア
ム
﹁
千
人
の
力
﹂
に
て
村
民

　
　
　 

１
０
０
０
人
が
田
ん
ぼ
に
巨
大
な
ア
ー
ト
を
制
作

　
　
　 

以
降
︑
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
毎
年
異
な
る
テ
ー
マ
の
図

　
　
　 

柄
に
挑
戦

2008

　
入
館
者
数
カ
ウ
ン
ト
開
始

　
　
　 

ゆ
き
あ
そ
び(

白
い
稲)

導
入

2005

　
協
議
会
事
務
局
を
産
業
課
に
戻
す

2004

　
遠
近
法
・
測
量
技
術
を
導
入

　
　
　 

総
合
案
内
所
﹁
遊
稲
の
館
﹂
完
成

2003

　
１
１
回
目
記
念
イ
ベ
ン
ト
﹁
新
た
な
一
歩
﹂
を
世
界

　
　
　 

へ
発
信
﹁
モ
ナ
・
リ
ザ
﹂
を
制
作
︒

　
　
　 

総
合
案
内
所
﹁
遊
稲
の
館
﹂
完
成

2010

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
がABC,NYT,BBC

な
ど
海
外
主
要

　
　
　 

メ
デ
ィ
ア
で
話
題
に

　
　
　 

べ
に
あ
そ
び(

赤
い
稲)

導
入

2011

　
あ
か
ね
あ
そ
び(

橙
色
の
稲)

導
入

2012

　
第
二
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
開
始

　
　
　 

第
一
回
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　 

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
有
料
化

　
　
　 

予
算
書
に
﹁
観
光
費
﹂
が
計
上
さ
れ
︑
村
で
初
め
て
の

　
　
　 ﹁
観
光
行
政
﹂
が
始
ま
る

2013

　
弘
南
鉄
道
弘
南
線
﹁
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
駅
﹂
開
業

　
　
　 

行
政
改
革
に
よ
り
企
画
観
光
課
誕
生

　
　
　 

赤
穂
波
・
紫
穂
波
導
入

2014

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
見
に
ご
来
村

　
　
　 

白
穂
波
導
入

2015

　
合
併
６
０
周
年
式
典
︑
記
念
事
業
と
し
て
村
民
歌
制
定

　
　
　 

入
館
者
数
第
１
第
２
合
わ
せ
て
３
０
万
人
突
破

2016

　
入
館
者
数
過
去
最
多
の
３
４
万
人
を
記
録

2017

　
村
産
米
が
台
湾
で
初
販
売

　
　
　 

交
通
死
亡
事
故
３
年
間
皆
無
を
達
成

2020

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
中
止

2025

　
青
系
観
２
３
６
号
ラ
イ
ム
色
を
試
験
栽
培

1993

“
稲
文
化
の
む
ら
い
な
か
だ
て
”
＆
岩
木
山

2001

“
稲
文
化
の
む
ら
い
な
か
だ
て
”
＆
岩
木
山

2002

“
稲
文
化
の
む
ら
い
な
か
だ
て
”
＆
岩
木
山
と
月

2003

　
モ
ナ
・
リ
ザ

2004

　
羅
喉
羅
の
柵
と
山
神
妃
の
柵

2005

　
写
楽
と
歌
麿

2006

　
風
神
雷
神
図

2007

　
神
奈
川
沖
浪
裏
と
赤
富
士

2008

　
恵
比
寿
様
と
大
黒
様

2009

　
戦
国
武
将
と
ナ
ポ
レ
オ
ン

2010

　
弁
慶
と
牛
若
丸

2011

　
竹
取
物
語

2012

　
悲
母
観
音
と
不
動
明
王

　
　
　 

七
福
神

2013

　
花
魁
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

　
　
　 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

2014

　
富
士
山
と
羽
衣
伝
説

　
　
　 

サ
ザ
エ
さ
ん

2015

　
風
と
共
に
去
り
ぬ

　
　
　 STARW

ARS

／
フ
ォ
ー
ス
の
覚
醒

2016

　
真
田
丸
石
田
三
成
＆
真
田
昌
幸

　
　
　 

シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ

2017

　
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
ス
サ
ノ
オ
ミ
コ
ト

　
　
　 

桃
太
郎

2018

　
ロ
ー
マ
の
休
日

　
　
　 

手
塚
治
虫
９
０
周
年

2019

　“

あ
さ
ゆ
き”

＆
お
し
ん

　
　
　 

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

2020

　
　

2021

　
い
と
み
ち(

第
二
会
場
の
み)

　
　

2022

　
モ
ナ
リ
ザ
と
湖
畔

　
　
　 

縄
文
か
ら
弥
生
へ

2023

　
門
世
の
柵
と
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女

　
　
　 O

N
E PIECE

2024

　
神
奈
川
沖
浪
裏
と
北
里
柴
三
郎

　
　
　 

じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
若
返
る

2025

　
田
舎
館
村
７
０
年
の
キ
セ
キ

　
　
　 

映
画
お
い
し
い
給
食

８
年
間
　
同
じ
絵
柄
の
繰
り
返
し

本
格
的
な
絵
柄
へ
初
挑
戦

コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止

西
暦
　 

第
一
会
場
“
稲
文
字
”
絵
柄

　
　
　 

第
二
会
場(

２
０
１
２
年
以
降)

絵
柄

稲作文化の根付いた村 1993村産米のPR開始 2002村民を 1000人巻き込む 2012観光化 2020コロナ 現在

題材検討
むらおこし
推進協議会

むらおこし
推進協議会

田んぼアート
デザイナー

下絵作成図柄案作成
測量図作成士
測量図作成

役場職員
農協女性部

田植え準備

むらおこし
推進協議会

収穫祭／振り返り
県内外の
約 1000 人

稲刈りイベント
第一・第二会場
観光案内職員

見頃
第一・第二会場
観光案内職員

出穂
県内外の
約 1000 人

田植えイベント

11月～ 3月～ 4月2月 5月上旬～中旬 6月上旬

10月 9月下旬 7月中旬～8月中旬 6月中旬

図 4 青森県田舎館村の地図

図 5 田んぼアートの時間的展開／ 32 年間のあゆみ (上 )題材の変遷 (下 )

図 6 田んぼアートの時間的展開／ 1年間の制作サイクル
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の【内向性】の残存が指摘された。参加動機としては受動

的契機(8件)が中心で、【前職からの引継ぎ】、【NHK番組

企画】、身近な人からの誘い等が端緒となった。

　以上より、田んぼアート制作を契機とした印象変化や、

田植え体験による参加動機の醸成の重要性が語られた。

4-2　時間／田んぼアートのふたつの時間

　本節では、担い手たちの継続参加を誘発する要因を、時

間的側面から整理する(図10、次頁)。

　①リレー形式の協働(6件)②自然と共生するアート(11

件）③1年単位での絵柄変化(4件)④発祥から32年間での技

術進歩(7件)の4テーマが得られた。①は制作の各工程で担

い手同士が役割をつないでいく実態を示していた。②は

【天候の影響】【風で映える】といった【稲の表現】の特

性に加え、【育苗の重要性】【雑草との闘い】など自然と

共にあることの醍醐味や難所が語られた。③は【稲の特性

を活かした絵柄操作】や生育に伴う【作品の絵柄変化】に

より、通年で高まる田んぼアートの魅力を示す。④は【遠

近法精度】【測量技術】【田植え技術】など表現技術の向

上が蓄積し、結果的に村民の担い手意識の醸成に寄与して

きたことを確認した。

　以上より、田んぼアートが有する1年間・32年間という2

つのスケールの時間軸がもつ、田んぼアートでの表現とそ

の担い手意識が更新される意義が語られた。

くから大学や農業研究機関

にて在来品種・突然変異系

統として保存されてきた。

近年は田んぼアートの需要

に応じて新品種の育成も進

められている。初期の田ん

ぼアートには在来系統の古

代米として紫葉、黄葉、濃

緑葉の3色が用いられた。

食用米として県産米の「つが

るロマン」や「青天の霹靂」

を用いたお米のPRも行われた。青森県産業技術センター農

林総合研究所水稲品種開発部にて観賞用稲の育種が進み、

現在までに7種類の新品種が開発され、県内外の団体に種

子を供給してきた。稲の葉色と穂色は独立しており、出穂期

には絵柄に変化が生じ、稲刈り前には全体が黄金色に変化

する。こうして稲の生育過程そのものが作品の変化を生み

出す点も、田んぼアートの技術的かつ景観的特徴である。

第4章　田舎館村における田んぼアートの地域的意義

　本章では、田舎館村における田んぼアートの地域的意義

の解明を目的とし、制作に関わる16名の担い手にヒアリン

グ調査を実施する(表2)。

　得られた語りから、田んぼアートの地域的意義を、①担

い手たちの印象変化、②時間的特徴、③地域内外への波及

のという人間・時間・空間の3軸から整理した。

4-1　人間／田んぼアートの担い手たちの印象変化

本節では、担い手が抱いた田んぼアートに対する印象・

評価を「参加前-参加直後-現在」の軸と共に整理した(図

9、次頁)。

　参加前の印象は、存在は知るが具体は不明という【存在

のみ認知】(7件)が最多で、【発想への感動】(3件)、【未

知のものへの関心】【作り方への関心】も確認された。参

加直後の印象では田植え体験の価値が語られ、【初めての

体験する感動】や【手植えの貴重性に対する感動】が継続

参加を促した。現在の印象では、村における【イベントの

多さ】や村民の【外向性の獲得】が評価されたが、課題と

して地元住民の【マンネリ化】、担い手の【高齢化】、村

第 1展望台 (田舎館村役場 )

中央公民館

第１田んぼアート　2,700m²

1年目 (1993年 )

2年目以降 (1994年 -現在 ) 19年目以降 (2012年 -現在 )

2013年開業

第１田んぼアート　計 15,000m² 第 2田んぼアート　10,000m²

国道 102
号バイパス

第 2展望台

田んぼアート駅

市街化調整区域

凡例
0m 400m200m 農地 田んぼアートの向き住宅

遊稲の館垂柳遺跡 埋蔵文化財センター

道の駅

弘
南
鉄
道
弘
南
線

使用色稲 8色 12種類 (’25年時点 )

食
用
米

古
代
米

観
賞
用
稲

導入年品種名

青系観 236 号

赤穂波

黄色稲

あかねあそび

べにあそび

短稈紫稲

白穂波

観稲

紫穂波

ゆきあそび

’25 年

’13 年

初期から

’11 年

’10 年

初期から

’14 年

初期から

’13 年

’08 年

葉色 穂色

出穂により絵柄が変化する

ライム

赤

黄白

黄白

黄

橙 黄金色

紫赤

紫

濃緑

紫

緑

緑

緑

緑 黄白

はれわたり ’23 年緑 黄金色

まっしぐら ’06 年頃緑 黄金色

黄金色

黄金色

黄金色

調査対象者に対して (a) 参加のきっかけ (b) 参加前の印象 (c) 継続 ・モチベーション (d) 地域や人との関係性

(e) 現在の印象 ・評価 (f) 地域全体へのひろがり意識、 に関する半構造化ヒアリング

田舎館村前村長／むらおこし推進協議会会長2006年 -2024年

2003年 -現在

2003年 -現在

2009年 -現在

1993年 -現在

2012年 -現在

2019年 -現在

2025年 -現在

2017年 -現在

2019年 -現在

2021年 -現在

2003年 -現在

2021年 -現在

2022年 -現在

2008年 -現在

2008年 -現在

 

田舎館村役場職員／企画観光課課長

田んぼアートデザイナー／下絵作成士

トマト農家／測量図作成士

農協女性部長／田植え指導者

役場 (第一会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

役場 (第一会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

役場 (第一会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

道の駅 (第二会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

道の駅 (第二会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

道の駅 (第二会場 )観光案内／田植え・稲刈り参加

田植え準備期間の飲み物提供

中央公民館警備員／田植え・稲刈りイベント見守り

埋蔵文化財センター職員／田植え・稲刈り参加

埋蔵文化財センター館長／田植え・稲刈り参加

「田園」未来を築く会会長／田植え・稲刈り参加

表 3　調査Ⅰ概要

ID

概要

[ 対象 ] 田んぼアートの担い手 16 名

[ 期間 ] 2025 年 9 月 12 日～ 2025 年 9 月 14 日

参加期間 役割

調査内容

性別／年齢

男性 /80代T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7

T8

T9

T10

T11

T12

T13

T14

T15

T16

男性 /60代

男性 /60代

男性 /60代

女性 /60代

女性 /60代

女性 /60代

女性 /40代

女性 /40代

女性 /30代

男性 /60代

女性 /60代

男性 /70代

男性 /70代

男性 /60代

男性 /70代
　　　

図 7 田んぼアートの空間的展開

図 8 田んぼアートの
技術的展開／使用色稲

表 2　調査Ⅰ (田舎館村調査 )概要

- 4 -



4-3　空間／田んぼアートの地域内外への波及

　本節では、田んぼアートの影響を地域内に対するものと

地域外に対するものに大別して整理する(図11、次頁)。

　地域内に対するものには、価値として人とのつながりが

最多で、担い手全員が言及した。主因は年1回の田植え・

稲刈りイベントでの交流であり、これを通じて【村民】や

【地元農家】、近隣の【小中高生】との関りが語られた。

村に対する意識として【自主性の獲得】【協働意識】【村

への関心】【地域貢献】が醸成された。また“田舎”館村

という【村名に対するコンプレックスの払拭】（3件）も

確認された。地域外に対するものには、【村の資源】に

とどまらず、【青森県の資源】【日本の資源】へと田んぼ

アートの価値の射程を拡張する語りが得られた。また、全

国サミットを媒介とした【他地域との交流】に加え、海外

とのつながり（9件）が言及された。

　以上より田んぼアートは、人とのつながりや誇り意識の

醸成と共に、地域内外へその影響が波及してきた。

4-4　小括

　本章のヒアリング分析から、田舎館村における田んぼ

アートの地域的意義は、実践が「更新され続ける」構造に

ある(図12)。①田植え等の直接体験が参加の初期動機を形

成し、②ふたつの時間が自然共生的な性質と共に実践の価

印象・評価

参加動機

認知はしてたけど、
具体的な活動内容は
よく分からないみた
いな、まあ、そんな
感じですよね。(T2)

興味は別に特になく、
見に来たこともなく、
なんだかやってる
ぞ！っていう話は聞
いてたくらいのレベ
ルなんです。(T6)

稲でアートを作るっ
ていうことは、
もう全国的にやって
ないことだったの
で。それを発想した
アイデアというか、
最初に考えた人、す
ごいなって。(T7)

そこまで目立っては
ねぇけども。段々な、
規模が大きくなってき
て。(T4)

私の前の村長とその前の村長が、ささ
やかなスタートでした。私のとこで 3
人目の村長だったんですよね。(T1)

NHK の番組に出るとい
うことで、職員もみんな
全参加で。(T2)

すごくすばらしいも
のがあるので、ああ、
知らないで損してた
なっていう気持ちに
なって、流れで。(T6)

私がいま２代目でリーダーやってる
んですけど。うん。それを引き継い
で今もやってる形かな、うん。(T5)

10 年ぐらい前に田んぼ
アートだけ見に来たん
ですけれども、驚きま
したね。こんなに立派
にできるのかと。(T13)

あれは奇妙だ、奇妙、
で最初不思議だなあと
思うたけども。(T1)

やっぱりわくわくしま
すよね。何やってんだ
ろみたいな。(T14)

存在のみ認知 (n=7)

前職からの引継ぎ (n=2)

テレビ出演の影響 (n=1)
きっかけはやっぱりこの会に入ったか
ら、うん。それまでは私だって田んぼ
アート見に来たことないし。(T15)

「田園」未来を築く会の影響 (n=3)

観光という仕事に
とても興味があっ
ていろんな人と出
会えますし。(T7)

観光業へ関心 (n=4)
村でやってる事業なの
で、そういうとこでお
仕事するのをちょっと
やってみたいなってい
うのでうん。(T9)

村の事業へ関心 (n=1)

こういう田舎の方の村
はやっぱり閉鎖的。新
しいものが入ってくる
のをなかなか受け入れ
られない部分もあると
思うので。お客さんと
か来ることで、だんだ
ん新しいものにも興味
を持ったりとか。(T9)

村レクっていうことで、いろんな催し物が
あって良い村。(T13)

外向性の獲得 (n=2)

イベントの多さへの指摘 (n=2)

田舎館村いいよね。何もないけど。それこ
そスーパーもなく、商店街も寂しく、そん
な感じだけどもそれよりも今この田んぼ
アートで売れてる田舎館村がいいと思うん
だよね。(T5)

紅一点だから活きることへの指摘 (n=1)

田舎館村って、田舎のイメージそのものだったんですけど。こういう
田んぼアートっていう大きな観光資源ができたことが、自分が想像し
てなかったことなので、そういう意味では、印象はすごく良い意味で
変わりました。(T7)

村のイメージ変化に対する実感 (n=1)

田んぼアートの
植えてる方はも
うほとんどは 70
歳以上なんです
よ。(T14)

高齢化 (n=3)
やっぱり 30 何年経
つと慣れてくるので
ね。地元の人は慣れ
てきてる部分があ
る。(T11)

マンネリ化 (n=1)
この地域の人たちみ
んなそうなんだろう
けど、意外とこじん
まりまとまっちゃっ
て外にあまり向かっ
ていかない。(T3)

内向性の指摘 (n=1)

作品へ感動 (n=1) 役場の方からお話があっ
たんですけど。たまたま
その担当がですね、私の
叔母だったんですよ。(T3)

田植え体験の価値 (N=6)

村コミュニティ (N=3)課題 (N=4)

役場の職員と一緒に飲んだとき
に、ちょっと大変で毎日寝れね
や、って。それで、ちょっと手伝っ
てあげるか。って感じで。(T4)

親戚からのスカウト (n=1) 知人からのスカウト (n=1)

拡大への認知 (n=1)

鑑賞による感動 (n=1)

うまくいくかいかないかわかんない形でただ絵に
するというただそれだけのことだったよね。(T5)

印象に関する語り きっかけに関する語り

未知のものへの興味 (n=1)

発想への感動 (n=3)
不思議な認知 (n=1)

作り方への興味 (n=2)

田植え自体はもう機械でやってるので、実際植えるって
いうことはもうないです。全部 100 パー機械。なのでこ
ういうふうに一つ一つ丁寧に植えるっていうのはもう貴
重なね。手作業でやることは中々ないんですね。(T5)

手植えの貴重性に対する感動 (n=3)

もう全然今までも田植えとかしたことなかったので。
本当に新しい体験というか、うん、なかなかできるこ
とじゃないので。(T10)

実際に何やるか分からないものでしたけど、来たら全
部の仕事が面白かったですね。私自身も農家ではない
ので、本当に田植えそのものもやったことないし、や
られているところは見るけれども。(T6)

初めての体験に対する感動 (n=3)

これ本当に植えるの？って言ったときに、プロみたいの
がやっぱりいますね。こちらの人たち、もうプロですよ。
ボンボン植えていってすごいんだよ。慣れてるんでね。
非常に私も勉強になりました、あぁこうやるんだなって
感じ、うん。最初はもうどう作るんだろうみたいね。
(T14)

農家の手植えに関する感動 (n=3)

エピソード (n= 人数 )

実
際
に
参
加
し
て
み
て

受動的動機 (N=8)

参加前印象 参加直後印象 現在の印象

むらおこし推進協議会がテーマを取り上げて、
作品を提案する。そして、図案を描く人がいる。
その後設計図をつくってくれる。あとは今年
の田んぼアートを通知して、行事の処理をや
る。それに、婦人会が中心となって豚汁とお
にぎりを、とれた米で終わったときに全員に
与える。そうしたらね、弘前の人が全員そこ
にくるんだよ。いいなぁあれはいいなぁ。(T1)

これは魅力だね。幻の図案が出てく
るんだよ。1 週間ほどで変わる。最
初は、知らない人はこれなにやって
るんだかわからない。うん。でも、
1 週間たつごとに目も鼻も口も顔も
手も足もついてくるっていう。(T1)

作品の絵柄変化 (n=3)
本物の目の光それ
から、ほほえみを
この人が持ってる
んだよ。( 絵柄のモ
ナリザ ) それが稲
を植えて表現でき
るなんてよ。(T1)

稲の表現 (n=5)
最近の天候ですね。
自然これは自然には
ちょっと勝てないな
と思ってんですけど、
やっぱり最初の頃よ
りも、稲の発色が良
くないですよね。(T3)

天候の影響 (n=3)

風向きとか風の流
れによってまた絵
の柄も変わるし、
うん。楽しんで欲
しい。(T5)

風で映える (n=2)

植えた後は、除草
剤も撒かないとダ
メなんですよ。雑
草と苗の競争に
なっちゃうんです。
(T14)

雑草との闘い (n=1)

一番やっぱりね大切なのは
苗ですね。苗。苗が一番、
最重要っていうか。一番大
切なの何？っていったら、
苗って言いたいですね。苗
の出来具合で、色の出方が
違ってくるんですよ。(T14)

育苗の重要性 (n=1)

三角で抑えても稲植え
れば丸く見えるように
ポイントを作ったりと
か。稲も最初は 2,3 本
で植えてたけど、連結
することも考えてやっ
てる。まあ今は慣れて
きたんでそれなりに
ね。(T4)

測量技術の向上 (n=1)

塗り絵のように縁取りをしてから中を植えていくようになった (T5)
田植え技術の向上 (n=1)

それから稲の品種が 5 品種くら
いあったかな。それで白入って
きたら一気にいけてしまったよ
ね。(T1)

白い稲出てきたとき、あのとき
の白って衝撃的な白さだったん
ですよね。(T3)

白い稲の登場 (n=2)これだけのものや
るのにいろんな人
が関わって、大変
な努力をして、こ
こまでノウハウを
蓄積して、日本に
誇れるものを作り
上げたんだなと感
心してますね。
(T15)

だんだんと農業の技術も上がっていく
につれてみんなのモチベーションも上
がっていける、そんな感じを受けます。
(T16)

技術の向上 = 担い手意識の向上 (n=1) 最初の頃は遠近法なかっ
たので、もうちょっと大
きくなったりしてそれを
もう 1 回再挑戦ってリベ
ンジしてるのはいいと思
いますよぉ。(T12)

遠近法精度の向上 (n=1)

色が変わる穂波系の稲をどこに仕込
もうかとか。T3 さんが描いた絵は、
ここは何色だけども、ちょっとこれ
変えてみようかとか。その辺は
ちょっと遊び心ありますね。(T2)

稲の特性を活かした絵柄操作 (n=1)

いつも私、T4 さんに叱られ
るので。T4 さん、こんなに
細かいの出来ねって。うん、
なるべく T4 さんさ怒られ
ないようにやってるんだけ
ども。それでもまだ多いっ
て言われるので。話し合い
ながらやってます。(T3)

いつもお願いして、T3 さんの
方が遅れればそれだけ自分の方
がちょっときつくなるんでね。
まあなるべくな、最初の頃は、
かなりシビアに点を抑えたんだ
けど、ポイントがあまり多く
なっても、現場の作業が間に合
わなくなるんで。(T4)

T4 さんの点と、植え方と。
T3 さんにあまり難しくや
らないでってね。あまり
細かくやるとほら、うち
らの植え方も大変だから
ね、そうそうそう。どれ
か 1 つでもかければ作品
できないですからね。(T5)

育苗してくださる方がいて、
苗作ってくださる方もいるし、
絵を描いてくださる方もいな
いとだめだし。もちろん、田
んぼを所有されてる方とかも
いらっしゃったり、結局、そ
ういう方たちがいないとやっ
ていけないものなので。(T6)

リレー形式の協働 (N=6)

1 年間単位での絵柄変化 (N=4)

32 年間  長期的な技術蓄積 (N=7)

エピソード (n= 人数 )

時間的特徴に関する語り

自
然
と
共
生
す
る
ア
ー
ト(N=11)

1 年間    周期性・春夏秋冬の繰り返し

図 9 人間／田んぼアートの担い手たちの印象変化

図 10 時間／田んぼアートのふたつの時間
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値を絶えず更新し、③地域内外への効果（交流・自主性・

協働意識・誇りの醸成）が、次の実践を誘発する連鎖的な

循環を生み出していた。この一連の過程は、「体験→更新

→波及」の連鎖として捉えられ、田んぼアートが単なるイ

ベントではなく、人間・時間・空間の変化を取り込みなが

ら更新される地域実践であることを示唆している。

第5章　田舎館村以降の田んぼアートの全国的展開

本章では、田んぼアートが田舎館村という地域の枠を越

え、いかに全国的な現象へと定着しているかを解明するた

め、全国田んぼアート連絡協議会(5)の所属団体へアンケー

ト調査を行った(表3)。ここで、回答のあった15団体の基

本情報、および各団体の目

的や発祥地からの影響、地

域間連携に関する回答を示

す(図13・図14、次頁)。

5-1　15団体の基本概要

実施地は北海道から鹿児

島に至り、田んぼアート

の全国的な広がりが確認

された。実施期間に関しては、全団体が8年以上継続して

おり、15年以上継続している団体は過半数の8団体であっ

た。運営主体は、行政主導型、住民有志型、農事組合法人

型、企業（飲食業）型と多様な形態がみられた。特に、住

民有志により運営されている団体はもれなく15年以上継続

しており、地域内での自主参加や世代交代を通じた活動の

維持が示唆された。観覧に関しては13団体が無料公開して

おり、収益化を主目的としない傾向がみられる。田植えの

実施については12団体が公募制を採用しており、地域内外

の住民参加しやすい開かれた形式を有している。

5-2　全国への波及と地域間のつながり

以下に、調査Ⅱから得られた具体的な内容を整理する。

5-2-1　全国の実施団体の自律的展開

1)田んぼアートの主目的

主目的としては「観光資源としての活用」「地域住民の

交流促進」「米のPR」が共通してみられた。秋田県では鉄

道の乗客誘致（Z2）、岩手県では地元出身野球選手の応援

（Z4）、栃木県では土地改良区のPR（Z7）など、各地域の文

脈に応じた固有の目的も確認された。

2)自地域における田んぼアートの価値

　「地域の誇りである」(6件)という回答が最も多く、「全

国の農業関係者との交流機会」「米づくりの後継者確保へ

の寄与」「川辺の風景としての価値」など多面的な効果が

挙げられた。総じて、担い手たちの誇り意識が活動継続の

原動力であることが示唆された。

村の名物ができ
たんだよな。誇
りがみんなに生
まれたというこ
と。(T1)

村の名物 (n=3)
田舎館村田んぼアートっていうのが
有名になってブランド化してるんで、
そこのアートを私が作ったんだよ。
一部作ったんだよ。っていう風にね、
言いたいっていう。(T5)

担い手意識 (n=4)
誇り (N=4)

地域のこともちょっとは考
えるようになったかなって
いう感じですね。(T3)

地域貢献 (n=1)
田舎館村に関心がすごく高く
なったっていうのは、すごく
ありがたい点でした。(T8)

村への関心 (n=1)

これだけのものをやるのに、努力して、勉強し
て、みんなで協力し合って、やってるんだなっ
ていうことには深い感銘を受けますね。(T15)

協働意識 (n=1)

エピソード (n= 人数 )

今はやっぱり地元よりも県外の人。あとやっぱり、外国
の人がずいぶん多いなって感じがします。うんとさ、台
湾、香港、中国。あとは、青森の方に米軍の基地がある
んですよ。なので結構アメリカ人とか。(T11)

海外からの来客 (n=9)

7 月、7 月、8 月と立て続けに外国のニュース
(ABC,NYT,BBC) が来てですね、これ全部私が対応したん
ですけど、ここからがやっぱりすごかったです。(T2)

海外番組で取り上げ (n=1)

まあ、1年を通して。村全体で田んぼ
アートに関わっている、そんな状況
ですね。何もないところに、はずみ
は多分ついたろうと思います。(T16)

村の資源 (n=9)

弘前の桜まつり、青森のねぶた、弘前
のねぷた。そういうのとね、一体化し
た青森の観光みたいな。(T3)

青森県の資源 (n=2)

弘前県域のもの、でもっと強気で言えば
青森県のもの。そして、もっと強気でい
えば日本のもの。で、外国人さんにもやっ
ぱり見に来てもらいたい。(T2)

日本の資源 (n=1)

私らもそれについて関わりを持っていられる
うれしさ。アートを私ら自体が楽しんでいる
ような、そういうふうな形ですね。(T16)

自主性の獲得 (n=1)
田舎館って田舎でしょ。東京に行った子が、「田舎者」の
イメージで対応されて困ってるから村の名前を変えてくれ
ませんかって村さ申告したんですよ。その後、田んぼアー
トができて全国にテレビで放映されてきた。そうしたらそ
の人が、これ私の出た田舎館村ですよ！って。(T1)

村の名前に対するコンプレックスの払拭 (n=3)

地域にもたらした影響に関する語り

行政として仕事をしている分には絶
対関わらない人たちと関わる。T3、
T4、T5 さんとか。そういう人とも
関わりが出てきましたね。(T2)

担当者同士 (n=1)

やっぱり田舎館の人との付き合いは
多くなった。役場に行っても、挨拶
する人すごく増えちゃって。いや顔
広くなったなと思って。(T15)

村民と (n=2)

親戚がここの近隣にいるので田ん
ぼアートやってるんだねっていう
ふうに声かけてもらったり。(T8)

親戚と (n=1)

○○っていう俳優さんがいるん
ですけど。
ひょんなことからこの方とつな
がったりとか。(T2)

俳優と (n=1)

サミットさ参加すれば、結局他
地域の人とか、そういう人もき
て、参加すれば、いろんなコミュ
ニケーションも取れて。(T4)

他地域との交流 (n=1)

保育所、小学校や中学校もみ
んな部活とかで参加してくれ
てるので今は、ものすごくい
いなと思いますよ。田んぼに
来て入ったりとかね。(T12)

小・中・高校生と (n=2)

他府県ですね東京とか遠方か
らもお見えになりますし、そ
ういう点で交流ができてるん
じゃないかと思います。(T13)

県外の人と (n=4)

21 地区それぞれから何人か出
てきたりするけども知らない人
も結構覚えて。だんだん高齢に
なってきてるけど、今までやっ
てきてくれてる人がずっとその
まま続ける。(T5)

村民と (n=4)

結構農家さんとかですけど、う
ん。お会いする頻度は増えまし
たね。(T10)

地元農家と (n=3)

田植え・稲刈りイベント
での交流 (N=9)

人とのつながり (N=16)

海外とのつながり (N=10)

地域全体へのひろがり意識 (N=12)

地域内への波及

地域外への波及

時間の流れ 1年間／
反復する制作過程

32 年間／
長期的な進歩

成長要因 縮退要因

題題題題題題題題題題題題題題
材材材材材材材材材材材
検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討

→
図図図図図図図図図柄柄柄柄柄柄柄柄柄柄柄柄柄柄案案案案案案案案案案作作作作作作作作作作作成成成成成成成成成成成成成 → 下下下下下下下絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵作作作作作作作作作作作成成成成成成成成成成成成成成成

→
測測測測測測測測測測測測測測測測
量量量量量量量量量量

図図図図図図図図
作作作作作作作作作作作
成成成成成成成成成成成成成

→
田田田田田田
植植植植植植植植植植植植
ええええええええええ
準準準準準準準
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備

→

田田田田田田田
植植植植植植植植植植植植植
ええええええええええ
イイイイイイイ
ベ
ンンンンンンン
トトトトトトト

→

見見見見見見見見見見見見見頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
→

出出出出出出出出出出出出出穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂

→
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
刈刈刈刈刈刈刈
りりりりり
イイイイイイイ
ベ
ンンンンンン
トトトトトト

→
収収収収収収収収収収収収収
穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

／／／／
振振振振振振振振振振振振振振振振
りりりりり
返返返返返返返返返返
りりりりり

→

題題題題
材材材材材
検検検検検
討討討討討

図図図図柄柄柄柄柄柄柄案案案案作作作作作成成成成 下下下絵絵絵絵絵絵作作作作作成成成成

測測測測測測測
量量

図図図
作作作作作
成成成成

田田
植植植植植
え
準準準
備備備備備備備備備

田田田
植植植植
えええ
イイイ

トトト

見見見見頃頃頃頃頃出出出穂穂穂穂穂

稲稲稲稲稲稲稲
刈刈刈
りり
イイイ

ンン
トトト

収収収収収収
穫穫穫穫穫穫穫穫穫
祭祭祭祭祭祭祭祭

／／
振振振振振振振振振振
りりり
返返返返返返返
りりり

11
月
～

2 月 3 月～ 4 月
5月

上

旬
～
中
旬

6
月
上
旬

6
月
中
旬

7月中旬8月
中
旬

9
月
下
旬

10
月

作

作

絵
柄
の
更
新

遠
近
法
精
度
の
向
上

測
量
技
術
の
向
上

田植え技術の向上

色
稲
の
種
類
増
加

表
現
の
多
様
化

１
年
目

１
０
年
目

２
０
年
目

３
２
年
目

内部交流の増加 内部交流の増加

リ

レ
ー
形
式
の協働

1
年

間
／
育
つアート

時
間

(t)

作
品
へのマンネリ化／担い手の高齢化・後継者

不
足

(1) 基本情報 (2) 活動の背景と課題 (3) 田舎
館村との関係 (4) 地域間交流 (5) 田んぼアー
トの価値

概要

全国田んぼアート連絡協議会
に加盟する実施団体

[ 対象 ]

WEB 形式のアンケート調査
( 回答時間 10 分～ 15 分 )

[ 期間 ] 2025 年 9 月 22 日アンケート配布
～ 2025 年 10 月 17 日

[ 回答 ] 15 団体

質問内容

調査方法

図 11 空間／田んぼアートの地域内外への波及

図 12 地域的意義の構造／更新される田んぼアート

表 3 調査Ⅱ (全国調査 )概要
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3)継続の課題

　「人手不足」（14件）が最も多く、次いで「資金面」（10件）「住

民の関心」（4件)などが挙げられた。一方農協を主体とす

るZ1のような団体には担当者が自動的に交代する仕組み

があり、人手不足の懸念が小さいことが示唆された。

5-2-2　全国の実施団体における田舎館村からの波及

1) 発祥の地・田舎館村から受けた影響

種子や技術の提供が最多であり、同村の田んぼアート視

察を契機として活動を開始した団体(5件)も確認された。

鹿児島県では市長が田舎館村の取組に感銘を受け、地元に

て制作希望者を募った（Z14）。

2) 田舎館村の田んぼアートに対する評価

　「パイオニアとしての先駆性」(5件)を評価する言及や、

「技術の高さ・絵柄の精密さ」(7件 )といった作品完成度

への言及が見られた。

5-2-3　全国田んぼアートサミットによる地域間連携

「田んぼアートに関する情報交換」(14件)が最多で回答

された。他には、「作品づくりのモチベーション」(12件 )

や「他地域とのつながり」(13件)、「農業に関する情報共有」

(6件)も回答された。以上より、全国サミットが活動の継

続を促すと共に、田んぼアートの枠を越えた農業関係者の

交流を引き起こしていることが明らかとなった。

5-3　小括

　以上の結果から、全国の田んぼアートは、①各地域の目

的や背景に応じて多様な展開をしていること、②発祥地・

田舎館村からの技術的・象徴的影響を受けていること、③

全国田んぼアートサミットによる地域間連携が継続動機に

寄与していることが確認された。

第6章　結言

6-1　知見の総括

1) 田んぼアートの発祥と展開過程(3章)

 第3章では、田舎館村における田んぼアートの時間的・空

間的・技術的展開を調査し、その基盤には地域に根付く稲

作文化の踏襲と、既存の地域資源の活用があることを明ら

かにした。田んぼアートの持続と発展の過程においては、

農学分野の品種改良や測量といった外部の技術が地域の実

践と呼応しながら展開していた。運営には主導的な役割が

リレーのように受け渡されていく構造が確認され、これが

活動の柔軟性と持続性を支える基盤となっていた。

2) 田んぼアートの地域的意義(4章)

第4章ではヒアリング調査を行い、田んぼアートの特異

性として「ふたつの時間」が確認された。すなわち、1年

単位でみると自然と共生しながら稲の成育とともに変化す

る田んぼアートの価値があり、32年という長期的なスパン

運営主体実施期間都道府県団体名ID 作品規模 見学料 下絵作成 測量図作成色稲

※色稲は 「色数 - 種類数」 で表記

田植え展望台

こしがや田んぼアート実行委員会 埼玉県 ’10- 現在 農事組合法人 2ha- (7.5ha) なし 5-5 測量会社事務局 ( 観光協会 ) 公募 既存建物

田んぼアート菊川 静岡県 ’08- 現在 住民有志 0.1-0.25ha ’17- 5-8 知り合い／近隣小中学校 測量会社 公募 新設

南九州市川辺町田部田田んぼアート 鹿児島県 ’11- 現在 住民有志 0.5-2ha なし 4-4 知り合い／近隣小中学校 なし 公募 新設

跡呂井田んぼアート実行委員会 岩手県 ’17-’19,’21- 現在 農事組合法人 0.25-0.5ha なし 6-7 実行委員会で協議し作成 土地家屋調査士協会 公募 既存建物

田んぼアート米づくり体験事業推進協議会 埼玉県 ’08-’19,’21- 現在 行政主導 2ha- ’08- 4-4 近隣小中学校から募集 測量会社 公募 既存建物

かがみいし田んぼアート実行委員会 福島県 ’12- 現在 (’20 中止 ) 行政主導

行政主導

0.5-2ha なし 6-9 外部に依頼 測量会社／近隣学校 公募 既存建物

岩手町田んぼアート実行委員会 岩手県 ’08-’19,’23- 現在 住民有志 0.1-0.25ha なし --6 事務局／近隣小学校 測量会社

建設業協会青年部

公募 簡易足場

車窓から

名古屋市茶屋新田田んぼアート実行委員会 愛知県 ’11- 現在 新田地域資源保全隊 0.25-0.5ha なし 6-6 個人で作成 測量会社 公募 新設

おひつ膳田んぼ 新潟県 ’15- 現在 企業 ( 飲食業 ) 0.25-0.5ha なし 6-6 個人で作成 なし 声かけ なし

おひつ膳田んぼ 東京都 ’15- 現在 企業 ( 飲食業 ) 0.1-0.25ha なし 6-6 個人で作成 なし 声かけ なし

たべた田んぼアート実行委員会 鹿児島県 ’10- 現在 農事組合法人 0.25-0.5ha なし 4-4 個人で作成 なし 公募 新設

おやま田んぼアート協議会 栃木県 ’12-’19 行政／土地改良区 2ha- ( 合計 ) なし 5-5 外部に依頼 測量会社 公募 堤防／土手

JA たいせつ田んぼアート実行委員会
秋田内陸縦貫鉄道沿線田んぼアート

北海道

秋田県

’06-’19,’21-’25
’14- 現在

住民有志／農協主導 0.5-2ha

0.5-2ha

なし

なし

6-5

5-5

外部に依頼

県が公募

測量会社 公募

声かけ

新設

田んぼアート in 樫津実行委員会 福井県 ’08- 現在 住民有志 2ha- なし

Z9

Z11

Z15

Z4

Z8

Z6

Z3

Z12

Z5

Z10

Z14

Z7

Z1

Z2

Z13 6-6 近隣小中学校から募集 なし 公募 既存建物

青森県田舎館村

Z3,Z4

Z14,Z15

Z6
Z7

Z8,Z9
Z10

Z11

Z12

Z2

Z5

Z13

Z1

Z１, 3, 4, 6-8, 12-15

Z2-15

Z5, 7, 8, 10, 11

Z7

継続の課題

資金面

人手 ・後継者不足

住民の関心

行政の理解

Z14

田舎館村からの影響

市長が感動し、 地元に作成希望者を募った

Z3

Z8

Z4, 6, 7, 13, 15

田舎館村に対抗できる田んぼアートを
作って欲しいと依頼された

始めるにあたり見学に伺い、 ノウハウを学んだ

Z1-15( 共通 )

Z2

Z4

田んぼアートの目的

観光資源 / 地域住民の交流 / 教育 / お米 PR

Z1-15 ( 共通 ) 種子提供 / 技術提供

始めるきっかけが田舎館村

田舎館の取組に興味を持った農業者有志が集まり、
地域の郷土芸能などをテーマにして始めた。 (Z4)

鉄道の乗客誘致

地元出身野球選手の応援

Z7 土地改良区の PR

Z5, 10, 11 趣味活動

田舎館村田んぼアートに対する評価

Z1, 4, 5, 6, 10

先駆的存在。 「御本家様」 と呼んでいる。 (Z4)

パイオニアとしての誇り

Z1, 6, 7, 8, 13, 14 地域の誇り

Z7, 8, 9, 11, 12, 13, 14 作品の完成度の高さ

Z3 1000 人規模で行い、 気迫と住民理解が浸透

世界に誇れる日本の稲作技術が詰まっており、

現代版浮世絵。 (Z7)

モザイクアートのような技法がすごい。 (Z8)

当該地域における田んぼアートの価値

地域の拠り所、 地域の輪であり誇り (Z1)

Z4, 11 全国の農業者同士の交流

農業者の交流拠点 (Z4) 全国の関係者との繋がり (Z11)

Z3 岩手町の顔

Z5, 10 米作りの後継者問題を解決する可能性

Z12 趣味みたいなもの、

皆さんが感動出来る様な作品を目指してます。

Z15 川辺の風景

全国田んぼアートサミットで得られたもの／開催の意義

Z1, Z3-15

田んぼアート情報の共有と、

活動に取り組む方々との交流 (Z4)

同じものを作る者のつながり (Z8)

各アートのこだわりが大変参考になっている (Z11)

地理的に離れた地域同士でも協力しあって

種子確保などで気候変動に対処していく (Z5,Z10)

今後の稲作の問題など、 各地域の現状や対策

があれば話し合いたい (Z13)

田んぼアートに関する情報交換

Z3-8, 10-15 田んぼアートづくりのモチベーション

Z1, Z4-15 他地域とのつながり

Z4,Z5, Z10-15 農業に関する情報交換

田んぼアート全国展開

全国田んぼアートサミットによる地域間連携

図 13 田舎館村以降の田んぼアート 15 団体基本情報

図 14 田舎館村以降の田んぼアート全国展開図
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でみると農学分野における技術進展と共に高まる作品の完

成度がある。この2重の時間構造がもつ“更新性”が、地

域的意義の形成に寄与していることが明らかとなった。

3) 田んぼアートの全国的展開の様相(5章)

第5章では、田舎館村の取り組みが全国に波及し、各地

で独自の実践を展開していることが確認された。その過程

で、地域固有の資源に応じた多様な特色が現れていること

が確認された。また、地域間連携を支える基盤として、情

報共有や交流の場となる「全国田んぼアートサミット」の

重要性も明らかとなった。

　以上を踏まえ田んぼアートの長期継続は、多層的なつな

がりに支えられている(図15)。

6-2　考察／「無手勝流のまちづくり」への視座

　以下では、田んぼアートを“1次産業×3次産業直結型”

の地域実践として捉えつつ、多層的に展開する共発的発展

の構造を備えた事例として論じる。

1) 自然と人間の共発／“2次によらない6次”産業として

　田んぼアート制作の根底には、田んぼが人間の行為を

“仕切る”という自然と人間の共発構造がある。田植えや

穂色の変化といった農事サイクルは、人の都合では変更で

きない時間軸を有する。この不可逆的な時間軸が制作の規

律を生み出し、役割分担を形づくっている。ここで田んぼ

は「年中を通して管理する対象」であると同時に、「人を

動かす環境主体」として制作を駆動している。

 この基盤の上で田んぼアートは、加工や流通といった2次

産業的な工程を介さず、1次的な農作業の時間そのものを

発信の基盤とする“1次×3次直結型”の実践となる。ここ

で田んぼは単なる生産の場ではなく、季節ごとの変化や手

作業の痕跡を記録する「メディア」として機能する。通

常、3次産業的な発信の側面が強まると、内部の担い手意

識が希薄化し、発信そのものが目的化する傾向があるが、

田んぼアートでは逆の構造が成立している。農事サイクル

に沿って毎年繰り返される制作が参加者に貢献実感と使命

感をもたらし、特に活動の主軸を担う農家たちにとって

は、自らの技術と時間が地域の象徴的風景として立ち上が

ることで、誇りの再生産が生じている。

2) 住民と行政のリレー形式の協働

　田んぼアート制作は住民主体／行政主導の2項では捉え

きれない。作品制作サイクル(図6参照)にも見られるよう

に、田んぼアートは住民と行政、両者が交互に主導権を手

渡しながら続いてきた“リレー型の協働”として特徴づけ

られる。こうした双方向的な運営は固定的な主従関係に回

収されない。

3) ローカルな活動に閉じない他地域への展開

　全国サミットを介して、発祥地を中心とした各地のノウ

ハウが共有され、単なる模倣や系列化に終わらない自律的

な全国展開をしている点で、田んぼアートはローカルな活

動に閉じない共発的な外部構造を有している。

　以上より、「無手勝流のまちづくり」への視座として、

1次産業に由来する自然的性質と人間の共発のもとで地域

が自律的に変化し続ける、計画の外側にあるまちづくりの

可能性を示唆している。

【補注】

(1)「無形学」では、共発的発展とは地域内に閉じた村おこしのよう

な発展モデルではなく、他都市や他地域との協調・連携のもとで地域

の自律を探るものである。と説明されている。(参考文献1参照)

(2)都市計画の初動期においては、代議士のE.ハワードの「田園都市

論」をはじめに、都市計画の専門家と必ずしも呼べない人々が、様々
な方法で「社会改良」と称して計画を行ってきた。これを「無手勝流

のまちづくり」と呼ぶなら、今回の対象もその現代的な延長にある。

(3)田んぼアートはもともと、田んぼに色の付いた稲を植える「稲文

字」からはじまった。(参考文献9参照)

(4)整理にあたり、参考文献9,10、ならびに田舎館村役場に対するヒ

アリングから入手した行政内部資料を参照した。

(5)全国田んぼアート連絡協議会とは、実施団体の継続的な運営に関

する情報交換をする全国の田んぼアート仲間の集まり。
【参考文献】

1)後藤春彦(2017)「無形学へ-かたちになる前の思考」株式会社水曜社
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5)佐久間泰一,石井敦(2007),「千葉県鴨川市における棚田の持続的保

全支援の諸形態」,農業土木学会論文集,249号 319-328
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持続性-安心院町のグリーン・ツーリズムによる地域振興-」,総合観

光研究,04巻 53-64
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図 15 田んぼアートの継続を支える構造
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